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卒
業
論
文
報
告
会
が
1
月
30

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
か
れ
、

４
年
次
生
３
人
が
教
員
や
後

輩
ら
の
前
で
卒
業
論
文
を
発

表
し
た
。

　
同
学
科
で
は「
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化
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テ
ム
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祉
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域
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リ
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の
３
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で
代
表
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文
を
選
出
し
て
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る
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年
度
は
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３
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文

を
発
表
し
た
後
、
後
輩
た
ち

に
「
就
職
活
動
の
時
期
と
重

な
る
の
で
、
執
筆
を
計
画
的

に
進
め
る
こ
と
が
大
事
」（
大

塚
さ
ん
）、「
文
献
調
査
と
併

せ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
も

行
う
こ
と
で
、
論
文
に
重
み

と
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
生

ま
れ
る
」（
半
沢
さ
ん
）、「
苦

労
や
困
難
も
多
い
が
、
楽
し

み
な
が
ら
乗
り
越
え
て
ほ
し

い
」（
藏
座
さ
ん
）
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
送
っ
た
。
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学内外で活躍した４年次生学内外で活躍した４年次生

　世界的なソフトウエア企業のアドビか

ら講師を招き、プロも愛用する本格的な

ツールに触れながら楽しく制作・編集技

術を学ぶ「専大アドビＬａｂ」。クリエイ

ティブツールと出会って新しい世界を知

ったと話す岡田有莉夏さん（経営４）が、

「作品を作る楽しさを多くの人に知って

ほしい」と企画し、教職員にプレゼンし

て実現した。

　グラフィック制作、ウェブページ制作、

動画編集、写真編集をテーマに１年間で

４回開催した。実際に手を動かすことの

面白さを伝えるべく、「習うよりつくる」

をモットーに掲げる。グラフィック制作

の回では、約130人の参加者がアドビの

ツールを使って、スマートフォンの待ち

受け画像などを作った。

　すべてオンラインの開催だったが、初

めての作品制作に熱中する参加者たちの

姿に触れ、自身もデザイン制作の楽しさ

を再認識。「各

回の準備を進

めるなかでさ

まざまなツー

ルを試すな

ど、私自身の

学びにもつな

がった」と手

応えを語る。

　完成した作品の感想を述べ合うなど、

参加者同士の交流も大切にしている。

「学生発案のイベントなので集客に不安

はあったが、教職員や石巻専修大学の学

生も参加してくれて、垣根を超えた交流

が生まれた」と喜ぶ。

　岡田さんは１年次で参加した課題解決

型インターンシップで動画を作るため、

独学で動画編集を学び始めた。プライベ

ートでも制作を楽しむかたわら、磨いた

スキルを生かし、ゼミの発表資料や就職

活動で企業に提出する資料なども作っ

た。また、４年次には、アドビと経営学

部との産学連携講義にも参加した。「大学

生活のなかでクリエイティブスキルを発

揮できる場面は多い。これからの時代、

職種を問わず必要とされるスキルだと思

う」と強調する。

　Ｌａｂの運営は、活動を共にしてきた

後輩たちに引き継ぐが、岡田さんもウェ

ブマーケティング会社で働きながらアド

バイザーとして関わり続ける。「母校であ

る専修大学が、Ｌａｂを通じてよりクリ

エイティブで面白い大学になれば誇らし

い」とほほ笑んだ。
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「専大をクリエイティブな大学に」「専大をクリエイティブな大学に」
岡田 有莉夏さん（経営）「アドビＬａｂ」を企画・運営

　大学在学中に何かをやり切ったと思え

る経験や成果を手にしたい――。こう考

えた藤岡あみさん（法４）は２年次から

約３年間、スタートアップ企業での長期

インターンシップに力を注いだ。美容店

舗向け商材を扱う部門で電話営業やＳＮ

Ｓ運用に挑戦し、「自ら課題を見つけて改

善する力やコミュニケーション力がつい

た」と手応えを語る。

　人生初の電話営業には大苦戦。最初は

会話が弾まず、提案する商材に興味を持

ってもらえないことも多かった。録音し

た会話を聞き直し、周囲の助言をもらい

ながら対応を工夫したところ、会話が少

しずつ円滑になり、アポイントメント

（商談）の獲得件数も増えた。

　ＳＮＳ運用業務ではインターン生のリ

ーダーとして活躍。「さまざまな大学か

ら集まったメンバーとの意思疎通は大変

だった」が、一人一人の立場に立って考

え、その成長を促すことでチームをまと

め上げた。働きぶりが認められ、インタ

ーンシップ先から新人賞が贈られた。

　卒業後はウェブ広告業界に進む。「変化

と競争の激しい業界だからこそ、自ら判

断して主体的に動くことが求められる。

在学中に得た経験を生かし、これからも

自分の〝芯〟をしっかり持ってキャリア

を切り開いていきたい」と力を込めた。

 インターンシップに注力した３年間は

コロナ禍と重なる。思い描いた大学生活

とは異なったが、「コロナ禍で人とのつな

がりの大切さを再認識できたし、環境の

変化に対応できるたくましさも身につい

た」と前向きに話している。
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藤岡 あみさん（法）インターンシップでキャリア磨く

　文学部４年次の水野遥香さんが著した

短編小説『ちょっと変なだけ！』が、武

蔵野文学館主催「むさしの学生小説コン

クール」で優秀作品に選ばれた。入選作

は『緊急文学宣言　むさしの学生小説コ

ンクール作品集』（新潮社刊）に収めら

れ、昨年12月に出版された。作家志望の

水野さんは入選について「編集者の伴走

のもと、書籍化に向けて作品をブラッシ

ュアップした経験は今後の糧になる。自

作が本になり、大変うれしく誇らしい」

と笑顔で語った。

　コンクールのテーマは「学校2021＋」。

水野さんは「現在の大学生が置かれてい

る状況をより多面的に知ってほしい」

と、コロナ禍での大学生活のポジティブ

な側面に焦点を当て物語にした。サーク

ルの飲み会などから解放され、自由な時

間と豊かな生活を楽しむ主人公の姿を軽

やかに描いた作品は、選考委員から「知

的でユーモラス」「共感が広がりそうな

説得力がある」と高く評価された。

　水野さんが小説執筆に本格的に取り組

むようになったのは専大入学後。自作を

発表して合評を行う小林恭二教授の授業

で創作技術を磨き、「自分の作品を読ん

でもらう楽しさを知った」。授業以外でも

意欲的に創作を重ね、学内の懸賞論文・

文芸作品コンクールで３年連続入賞、３

年次には柘植光彦文学賞を受賞した。学

外では「織田作之助青春賞」の最終候補

に残るなど、「作家になる」という夢に向

けて着実に前進を続けている。

　卒業後はテレビ番組制作会社でドラマ

制作に携わる。小説の執筆と並行して脚

本の勉強も頑張りたいと語る水野さん。

「目標とする作家は湊かなえさん。人の

心の奥深くを描きつつ、エンターテイン

メント性豊かな物語を紡いでいきたい」

と意欲をのぞかせる。
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夢は作家 目標へ着実に前進夢は作家 目標へ着実に前進
水野 遥香さん（文）コンクール入選作が書籍化

国道16号をテーマとした

研究を発表した藏座さん


